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阿
弥
陀
さ
ま
は
⌏
は
る
か
過
去
よ
り

計
り
し
れ
な
い
未
来
ま
で
あ
ら
ゆ
る
場

所
に
生
き
る
私
た
ち
を
も
分
け
隔
て
な

く
照
ら
し
て
下
さ
い
ま
す
⌐
し
か
し
⌏

月
の
輝
き
に
気
づ
か
ず
に
⌏
通
り
過
ぎ

て
し
ま
⌣
た
ら
⌏
い
つ
ま
で
も
月
を
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
⌏
阿
弥
陀

さ
ま
の
救
い
に
気
が
付
か
な
け
れ
ば
⌏

ま
こ
と
に
残
念
で
も
⌣
た
い
な
い
こ
と

で
す
⌐
阿
弥
陀
さ
ま
は
⌕
わ
が
名
を
呼

べ
⌖
と
仰
せ
に
な
り
ま
し
た
⌐⌕
南
無
阿

弥
陀
仏
⌖
と
唱
え
る
だ
け
で
⌏
必
ず
私

た
ち
を
照
ら
し
て
⌏
や
さ
し
く
お
導
き

く
だ
さ
る
の
で
す
⌐
阿
弥
陀
さ
ま
の
見

守
り
と
は
こ
の
世
に
お
い
て
も
常
に
寄

り
添
い
⌏
何
が
あ
⌣
て
も
お
浄
土
に
救

い
取
る
と
願
⌣
て
見
え
る
の
で
す
⌐ 

 

夜
空
に
輝
く
⌕
同
じ
月
⌖
を
眺
め
な

が
ら
⌏
私
た
ち
も
お
念
仏
を
お
唱
え
し

ま
し
⌦
う
⌐ 

八幡仏教会ホームページ 
http://www.8butsu.jp 

同
じ
月
を
眺
め
て 

 
 
 
 

八
幡
仏
教
会
会
長 
 

浅
野 

真
顕(

洞
泉
寺)

 

 

夜
空
を
見
上
げ
る
と
⌏
い
つ
も
月
は
変
わ
る

こ
と
な
く
私
た
ち
を
照
ら
し
て
く
れ
て
い
ま

す
⌐ 

 

古
来
⌏
多
く
の
日
本
人
が
輝
く
月
を
眺
め
⌏

さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
し
て
き
ま
し
た
⌐⌕
天
の
原 

ふ
り
さ
け
み
れ
ば 

春
日
な
る 

三
笠
の
山
に 

出
て
し
月
か
も
⌖
と
い
う
⌗
百
人
一
首
⌘
に
収

め
ら
れ
て
い
る
こ
の
歌
は
⌏
今
か
ら
一
三
〇
〇

年
前
⌏
遣
唐
使
の
阿
部
仲
麻
呂
が
⌏
か
の
地
で

詠
ん
だ
と
伝
わ
⌣
て
い
ま
す
⌐⌕
こ
の
広
い
空
を

仰
ぎ
見
る
と 

故
郷
の
大
和
国(

奈
良
県)

 

春

日
に
あ
る
三
笠
山
の
上
に
浮
か
ん
だ
月
と 

今

見
て
い
る
月
は
同
じ
な
の
だ
な
⌖
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
⌐ 

浄
土
宗
を
お
開
き
に
な
⌣
た
法
然
上
人

も
月
を
取
り
上
げ
て
歌
を
詠
ま
れ
て
い
ま

す
⌐
⌕
月
か
げ
の 

い
た
ら
ぬ
さ
と
は 

な

け
れ
ど
も 

な
が
む
る
人
の 

心
に
ぞ
す

む
⌖
こ
の
歌
に
は
⌏
⌕
ど
ん
な
に
遠
く
離
れ

て
い
よ
う
と
も 

ど
こ
に
い
よ
う
と
も 

月
を
眺
め
る
人
に
そ
の
光
が
等
し
く
届
く

よ
う
に 
阿
弥
陀
様
の
慈
悲
の
光
も 

全

て
の
世
界
を
照
ら
し 

お
念
仏
を
唱
え
る

人
を
平
等
に
救
⌣
て
く
だ
さ
る
⌖
と
い
う
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
⌐
阿
部
仲
麻
呂
も
法

然
上
人
も
⌏
は
る
か
昔
の
お
方
で
す
⌐
し
か

し
お
二
人
が
眺
め
て
い
た
月
と
私
た
ち
が

眺
め
る
月
は
⌏
時
代
も
場
所
も
異
な
り
ま
す

が
⌏
同
じ
月
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
⌐ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 幡 仏 教 会 報 ( 2 ) 令和 7年 7月 15 日 第 16号 

大
悲
⌕
大
い
に
悲
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
私
⌖ 

 

八
幡
仏
教
会
副
会
長 

 

玉
腰 

秀
樹(

浄
因
寺)

 

 

い
つ
も
寄
り
添
い
⌏
何
が
あ
⌣
て
も
⌏
捨
て
ず
共
に
悲
し
む
⌏
真
実
の

大
い
な
る
は
た
ら
き
⌕
大
悲
⌖
が
⌏
本
来
の
人
間
の
つ
な
が
り
⌏
有
り
よ

う
⌏
生
き
方
を
⌏
問
い
続
け
て
い
る
の
で
す
⌐ 

⌕
大
い
に
悲
し
ま
れ
て

い
る
こ
の
私
⌖
の
自
覚
が
⌏
い
つ
の
時
代
も
人
間
を
回
復
し
て
い
く
道
だ

と
考
え
ま
す
⌐ 

令
和
七
年
度 

暁
天
の
集
い
予
定
表 

 

七
月
二
十
八
日(

月)
 

洞
泉
寺 

 
 

八
月
三
日(

日)
 

悟
竹
院 

七
月
二
十
九
日(

火)
 

慈
恩
寺 

 
 

八
月
四
日(

月)
 

浄
因
寺 

七
月
三
十
日 

(

水)
 

願
蓮
寺 

 
 

八
月
五
日(

火)
 

長
敬
寺 

七
月
三
十
一
日(

木)
 

最
勝
寺 

 
 

八
月
六
日(

水)
 

大
乗
寺 

八
月
一
日 

 
(

金)
 

善
光
寺 

 
 

八
月
七
日(

木)
 

蓮
生
寺 

八
月
二
日 

 
(

土)
 

安
養
寺 

 
 

八
月
八
日(

金)
 
 

楊
柳
寺 

※
朝
六
時
頃
開
始
⍐
六
時
四
十
五
分
頃 

⌕
如
来
大
悲
の
恩
徳
は
⌖
こ
れ
は
浄
土
真
宗
の
開
祖
⌕
親
鸞
聖
人
⌖
が
残

さ
れ
た
歌
の
一
節
で
す
⌐
浄
土
真
宗(

お
東)

の
お
寺
で
は
⌏
法
座
・
お
参
り

の
最
後
に
皆
で
手
を
合
わ
せ
て
⌕
恩
徳
讃
⌖
と
し
て
歌
⌣
た
り
⌏
年
に
一
度

の
報
恩
講
⌕
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
の
法
要
⌖
で
は
⌏
結
び
の
歌
⌕
結
讃
⌖
と

し
て
⌏
何
人
も
の
お
坊
さ
ん
の
中
か
ら
⌏
そ
の
役
に
あ
た
⌣
た
一
人
が
ソ
ロ

で
⌏
全
力
を
振
り
絞
り
⌏
限
界
の
声
で
叫
び
⌏
そ
の
後
に
続
い
て
全
員
の
お

坊
さ
ん
も
⌕
身
を
粉
に
し
て
も
⌖
と
ま
た
全
力
・
全
身
で
お
勤
め
す
る
一
節

で
す
⌐ 

 

そ
れ
で
は
如
来
大
悲
の
⌕
大
悲
⌖
と
は
何
を
私
た
ち
に
問
い
か
け
て
い

る
の
で
し
⌦
う
⌐
漢
字
を
そ
の
ま
ま
読
む
と
⌕
大
き
な
悲
し
み
⌖
で
す
⌐ 

 

如
来
様
は
⌏
仏
様
は
⌏
真
実
の
大
い
な
る
は
た
ら
き
は
⌏
い
つ
も
私
た

ち
の
有
り
よ
う
を
見
つ
め
⌏
本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
⌏
そ
の
生
き
方
で
い

い
の
か
と
⌏
問
い
⌏
寄
り
添
い
⌏
時
に
⌕
大
き
な
悲
し
み
⌖
を
抱
い
て
お
ら

れ
る
と
感
じ
ま
す
⌐ 

 

世
界
情
勢
⌏
政
治
の
あ
り
方
⌏
マ
ス
コ
ミ
⌏S

N
S

⌏
毎
日
の
日
暮
ら
し
⌏
本

当
の
有
り
よ
う
に
心
を
向
け
ず
⌏
大
切
な
こ
と
を
後
回
し
に
し
て
⌏
争
い
欲

望
に
つ
き
進
む
私
た
ち
⌐ 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 幡 仏 教 会 報 ( 3 ) 第 16 号 令和 7年 7月 15 日 

令
和
七
年
度
役
員 

 

令
和
七
年
度
の
役
員
は
⌏
次
の
と
お
り
で
す

⍅
順
不
同
⍆
⌐
ご
苦
労
様
で
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
⌐ 

 

会 

長 

浅
野 

真
顕
⍅
洞
泉
寺
⍆ 

 

副
会
長 

千
葉 

謙 

⍅
長
敬
寺
⍆ 

 

玉
腰 

秀
樹
⍅
淨
因
寺
⍆ 

 

餌
取 

評
八 

 

事
務
局
長 

石
神 

真 
 

⍅
願
蓮
寺
⍆ 

 

会 

計 

鷲
見 

光
義 

 

総
務
部
長 

山
下 

健
一 

 

事
業
部
長 

服
部 

純
一 

 

教
化
広
報
部
長 

服
部 

貢
一
郎
⍅
善
光
寺
⍆ 

 

監 

事 

筒
井 

淳
美 

 

和
田 

勝
介 

 
理 
事 

川
上 

朝
史 

 

加
藤 

一
朗 

 

清
水 

俊
夫 

 

大
前 

三
郎 

 

加
藤 

克
久 

 
平
瀬 

忠
寿 

 
 

  

寺 

院 

稲
村 
隆
元
⍅
悟
竹
院
⍆ 

 

川
岸 

承
翁
⍅
楊
柳
寺
⍆ 

 

楠 
 

智
広
⍅
安
養
寺
⍆ 

 

高
橋 

教
雄
⍅
大
乗
寺
⍆ 

 

多
田 

克
次
⍅
最
勝
寺
⍆ 

 

東 
 

理
隆
⍅
慈
恩
寺
⍆ 

 

中
島 

密
慈
⍅
遍
照
殿
⍆ 

 

毛
利 

信
順
⍅
蓮
生
寺
⍆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

町
内
世
話
人(

六
月
二
十
日
現
在) 

 

上

桜

町 

田
尻 

浩 

下

桜

町 

兼
松 

忍 

上

柳

町 

野
田 

礼
行 

中

柳

町 

長
尾 

和
生 

下

柳

町 

三
島 

洋 

上

殿

町 

和
田 

紘
一 

中

殿

町 

山
内 

幸
彦 

下

殿

町 

前
田 

伊
三
夫 

職

人

町 

横
枕 

良
一 

鍛

冶

屋

町 

田
中 

眞
理 

大

手

町 

川
上 

朝
史 

本

町 

天
野 

収
一 

肴

町 

加
藤 

一
朗 

上

尾

崎

町 

谷
合 

美
昭 

下

尾

崎

町 

細
江 

儀
憲 

向

山 

近
藤 

政
夫 

左

京

町 

和
田 

肇 

常 

盤 

町 

大
石 

和
則 

北

朝

日

町 

池
田 

司 

南

朝

日

町 

富
田 

博
文 

上

愛

宕

町 

本
田 

あ
け
美 

中

愛

宕

町 

山
田 

哲
生 

下

愛

宕

町 

加
藤 

孝
雄 

川

原

町 

筒
井 

淳
美 

立

町 

小
板 

興
平 

乙

姫

町 

川
端 

憲
彦 

山

本

町 

山
下 

健
一 

東

町

二

区 

和
田 

洋
一 

橋

本

町 

吉
田 

新
一
郎 

新

町 

清
水 

俊
夫 

稲

荷

町 

松
島 

千
年 

大

坂

町 

和
田 

勝
介 

上
日
ノ
出
町 

山
田 

修 
下
日
ノ
出
町 

寺
脇 

美
枝 

上

日

吉

町 

山
田 

保
雄 

 

下

日

吉

町 

大
前 

三
郎 

 

朝
日 

令
子 

 

古
田 

博
之 

 

篠
田 

節
子 

 

和
田 

美
智
也 

 

鷲
見 

光
義 

今

町 

加
藤 

幸
也 

栄

町 

奥
村 

嗣
郎 

今

小

町 

足
立 

正 

大

正

町 

河
合 

宏
幸 

上

桝

形

町 

杉
山 

弘
恭 

下

桝

形

町 

坪
井 

純
一 

新

栄

町 

服
部 

純
一 

 

宇
佐
見 

芳
和 

住

吉

町 

加
藤 

克
久 

 

城

南

町 

鷲
見 

宏
康 

 

田
中 

宏
隆 

 

青
木 

秀
人 

 

和
田 

美
谷
孝 

初

音 

藤
田 

武
司 

 

清
水 

幹
夫 

五

町 

大
坪 

重
弘 

 

石
井 

孝
裕 

小
野
一
丁
目 

足
立 

正
浩 

小
野
二
丁
目 

 
  
 

小
林 

豊
人 

 

寺
脇 

公
平 

小
野
三
丁
目 

浜
口 

民
男 

 

平
瀬 

忠
寿 

小
野
四
丁
目 

山
田 

茂
登
子 

小
野
五
丁
目 

和
田 

正
博 

 

松
野 

惠 

小
野
六
丁
目 

三
島 

健
太
郎 

 

洞
戸 

行
夫 

小
野
七
丁
目 

三
島 

修 

 

酒
井 

智
義 

小
野
八
丁
目 

鎌
倉 

要
一 

 

後
藤 

千
廣 

中

坪 

餌
取 

評
八 

  

令
和
七
年
度 

主
な
事
業
予
定 

 

五
月
十
一
日
⍅
日
⍆ 

 

花
祭
り
パ
レ
⌴
ド 

 
 

  

七
月
二
十
八
日(

月)

⍐
八
月
八
日(

金)
 

 

暁
天
の
集
い 

  

八
月
十
七
日(

日)
 

 

灯
籠
流
し 

 
  

九
月
十
六
日(

火)
 

 

追
弔
会 

  

役
員
改
選
の
お
知
ら
せ 

⍅
敬
称
略
⍆ 

 

事
務
局
長 

石
神 

真
⍅
願
蓮
寺
⍆ 

会 
 

計 

鷲
見 

光
義 

   

事
務
局
長
・
会
計
に
つ
い
て
⌏
役
員
よ

り
推
挙
し
ま
し
た
と
こ
ろ
⌏
四
月
二
十
四

日
開
催
の
八
幡
仏
教
会
世
話
人
総
会
に

於
い
て
⌏
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
事
を
⌏
こ

こ
で
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
⌐
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
⌐ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度八幡仏教会収支決算書 

令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

繰 越 金 1,442,339 1,442,339 0  

会 費 収 入 600,000 586,500 △13,500 1 1 7 3 戸 ( う ち 前
年 度 分 1 7 戸 )  
 

事 業 収 入 140,000 130,931 △9,069  

内 

 

訳 

花まつり 10,000 5,500 4,500 参加費=55 人 

灯籠流し 90,000 83,431 △6,569 参加者=72 基 

追 弔 会 40,000 42,000 2,000 志納金ほか 

暁天の集い 0 0 0  

雑 収 入 0 543 543 預 金 利 息 

積立金取り崩し 0 0 0  

合 計 2,182,339 2,160,313 △22,026  

【 支 出 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

事 業 部 費 630,000 516,046 113,954  

内 

 

訳 

花まつり 200,000 114,560 85,440  

灯籠流し 300,000 272,283 27,717  

追 弔 会 110,000 108,540 1,460 お礼、布施ほか 

暁天の集い 20,000 20,663 △663 チラシ皆勤賞=16 名 

総 務 部 費 0 0 0  

教化広報費 70,000 50,600 19,400 サ ー バ 利 用

事 務 費 100,000 71,957 28,043 通信費,事務用品ほか 

会 議 費 100,000 82,400 28,043  

渉 外 費 150,000 123,000 27,000 
市仏教会費 

倉庫土地借料,香 

備 品 費 100,000 39,160 60,840 折りたたみ椅子 

予 備 費 1，032,339 0 1,032,339  

小 計  883,163 △883,163  

繰 越 金  1,277,150 1,277,150  

合 計 2,182,339 2,160,313 22,026  
 

積 立 金 定期貯金 1,151,471(元利合計額) 1 5 年 経 過 

 

上記のとおり報告します。 

令和 7年 3 月 28 日 八幡仏教会 会計 本田 あけ美 

 

監査の結果 正確であることを認めます。 

令和 7年 3 月 28 日 八幡仏教会 監査 筒井 淳美 

 監査 和田 勝介 

 

令和 7年度八幡仏教会予算書 

令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 前年度実績 予 算 額  備 考  

繰 越 金 1,442,339 1,277,150  

会 費 収 入 586,500 550,000 会費 500 円×1,000 戸分 

事 業 収 入 130,931 118,000  

内 

 

訳 

花まつり 5,500 8,000 参加費 100 円×80 人分 

灯籠流し 83,431 70,000 灯篭申し込み 1,000 円×70 基分 

追 弔 会 42,000 40,000 志納金等 

暁天の集い 0 0  

雑 収 入 543 500  

積立金取り崩し 0 0  

合 計 2，160，313 1,945,650  

【 支 出 の 部 】 

科 目 前年度実績額 予 算 額  備 考  

事 業 部 費 516,046 531,000  

内 

 

訳 

花まつり 114,560 120,000 ポスター、チラシ、布施、供物、参加賞他  

灯籠流し 272,283 280,000 ポスター、チラシ供物、布施、供物他 

追 弔 会 108,540 110,000 布施、供物他 

暁天の集い 20,663 21,000 ポスター、チラシ、13ヶ寺めぐり皆勤賞他 

総 務 部 費 0 150,000  

教化広報費 50,600 60,000 サ ー バ 利 用 料 ,会 報 他 

事 務 費 71,957 80,000 通信費,事務用品他 

会 議 費 82,400 90,000 常任理事会、世話人会 

渉 外 費 123,000 130,000 
市仏教会費、倉庫土地借料、香典、

供花他 

備 品 費 39,160 0  

予 備 費 0 904,650  

次年度繰越金 1,277,150 0  

合 計 2,160,313 1,945,650  
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